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当市において行われているロケ等についてどの程度把
握しているか。また今後、ロケ地としての当市の需要に
ついてどのように考えているか。

ロケが行われることによる当市への影響についてどの
ように捉えているか。

市内でロケが行われ制作された映像がテレビや映画等
で放映されることによる影響についてどのように捉えて
いるか。
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　自伐型林業の普及に
ついて

国土の７割を占める山林を活用する自伐型林業が地方創生
の鍵として期待され、現在、全国各地で広がっている。木材
資源の生産としてだけでなく、持続的森林経営による就労機
会の創出、農業や観光との多様な生業スタイルの創出と、そ
れに伴う定住策、さらに環境保全や防災減災にもつながる自
伐型林業は、ＳＤＧｓにも合致し、市域の約65％を森林が占
める当市において、これからの林業を考えたときに一つの指
針とするべきと考えるが、市の見解を伺う。

　従来型林業と自伐型林業の違いについて。

　フィルムコミッショ
ン、ロケツーリズムの
可能性について

現在、全国的にロケを契機とする、地域に根差した産業振
興及び観光振興を模索する自治体が増えている。当市の富士
山を主体とする自然環境や文化はアフターコロナを踏まえた
今、ロケが行われることによる様々な消費や、今後の国内や
インバウンドも含めた観光において有効なコンテンツとなる
可能性を秘めていると感じる。当市のフィルムコミッション
及びロケツーリズムの活用についての見解を伺う。

　全国的に見た自伐型林業の普及状況について。

　当市の山林環境における自伐型林業の適応について。
また普及状況はいかがか。

　今後の当市の山林環境及び林業について、現在予測さ
れている状況はいかがか。

　今後、自伐型林業を推進するための施策を進めていっ
てはどうか。

　既に当市で行われているロケを誘致するための民間の
活動についてどのように捉えているか。

　今後、市がフィルムコミッションとなり、継続的にロ
ケを誘致してはどうか。

　ロケの誘致と連動して様々なロケツーリズムを企画し
てはどうか。
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